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高性能CIGS太陽電池 
サブモジュールの作製と特性評価 

サブモジュール 

変換効率：18.3%  19.7% 

小面積セル 

光吸収層製造：高品質小面積セルと同一製造方法（同一製膜バッチ） 
集積化工程：量産化向けモジュールと同等の工程 

    小面積セルと同条件（同時）で光吸収層（裏面電極、バッファー層）を 
製膜した高性能サブモジュールと小面積セルとの太陽電池特性を比較し、 
特性差の原因を詳細に調べる。 

３段階法 (多元蒸着法） 
光吸収層製造： 
小面積セルとサブモジュールを 、 にて製膜 
 

多元蒸着法製膜条件 
P[Se]/P([Ga]+[In]): ~13 
最高製膜温度： 550℃ 

光吸収層条件 
Ga/III組成比: 0.4* 
Cu/III組成比:0.91* 
         *EMPA測定（加速電圧15kV) 
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CIGS表面ＳＥＭ像 

CIGS/Ｍｏ断面ＳＥＭ像 

小面積セル 

Mo     : インライン型DCスパッタ,膜厚 ~1 μm 
 : 多元蒸着法（３段階法）,~2 μm 
  : 溶液成長法（CBD）,~60 nm 
 : インライン型RFスパッタ,  ~40 nm 
: インライン型DCスパッタ,  ,

製造方法、膜厚 

Dead area: ~0.17 mm (~3.3%) 

サブモジュール 

P1       : レーザスクライビング 
P2P3 : メカニカルスクライビング 

W(サブモジュール）:~4.8 mm 
W(小面積セル）     ：  1.2 mm 
 

試料構造と工程 

CIGS光吸収層ＳＥＭ像  ＣＩＧＳ太陽電池サブモジュールのＩＶ曲線 

18.34% 
 

Y. Kamikawa et. al. Appl. Phys. Experss, 6 (2013) 112303. 
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Sub-module 18.34* 4.0 × 10−8 1.39 1.7 15.0 13 

Single cell 19.65 1.4 × 10−7 1.45 1.9 42.4 32 

• 高品質CIGS光吸収層を用いてサブモジュールを作製し、 

    変換効率18.34％を得た。サブモジュールと小面積セルとの 

  変換効率差の要因を解析した。 

 

1. ＴＣＯにおける光吸収損失 ～3% 

2. デッドエリアにおける損失 ～3.3% 

3. ＴＣＯにおける電圧降下に起因した分布ダイオード効果 ～2% 
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